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NTT Innovation Institute, Inc.
（NTT i3）は，NTT研究所の姉妹組織
として，2013年に米国西海岸シリコ
ンバレーを拠点に設立されました．グ
ローバル事業会社の新しい事業創出へ
の貢献を目的とした応用R&Dセンタ
であり，設立当初の対象分野としてク
ラウドおよびセキュリティを設定し，
自社開発もしくはシリコンバレー発の
技術を用いた製品開発やオープンソー
スコミュニティ貢献を進めてきまし
た． 同 時 に，Customer eXperience 
Center（CXC）を設置し，グローバ
ル事業会社のお客さまに向けてNTT
グループの取り組みを紹介したり，お
客さまの課題の解決に向けたProof of 
Concept（PoC）などを行ったりして
きました．

 設立から 5 年が経過し，技術分野
として新たに，機械学習やAI（人工
知能），IoT（Internet of Things），エッ
ジコンピューティングの分野が注目さ
れ，また，無線アクセスも5Gに向け
て進み出しており，NTT i3が取り組
む分野もそれに柔軟に合わせていく必
要があります．従来どおり，技術 ・ 製
品開発を進めるほか，hitoe®などの

R&D技術と機械学習分析を活用して，
スポーツ分野や自動車などの製造業で
のヒューマンモニタリングソリュー
ションをPoCとして提供しています．
また，CXCを通じてR&D技術を紹介
するR&D Showcaseを2017年より開
始し，来訪するお客さまに紹介を行い
R&Dや事業会社にフィードバックを
しています（表）．

本稿では，NTT i3が技術 ・ 製品開
発として現在取り組んでいるSD-WAN
ソリューション “CLOUDWAN” を
紹介します．昨今，ネットワークサー
ビスの新しい潮流として注目されてい
た 分 野 で あ るSD-WAN（Software 
Defined Wide Area Network） の 商
用ソリューションとして，2017年に
南アフリカおよび日本でサービスを開
始しました．CLOUDWANは，端末
にアプリケーションを配信することで

独自の機能追加をするエッジコン
ピューティング機能を持っており，厳
しい市場競争の中，顧客に新たな価値
提案を進めています．

IoT時代のエッジコンピューティ
ングの活用背景

エッジコンピューティング技術は，
従来クラウドコンピューティング上で
行っていた情報処理やデータ保存を端
末やユーザに近いところで行う技術で
す（1）．アプリケーションが利用者に近
いところで動くため，エンドユーザは
反応の良さ，遅延の少なさを得られる
ことにより，AR（Augmented Reality）/
VR（Virtual Reality），産業IoT，スマー
トヘルスケア，コネクティッドカー，
そしてスマートシティなどの多くは，
エッジコンピューティングにより実現
されると期待できます．特にIoT環境

エッジコンピューティング SD-WAN IoT

表　NTT i3が現在取り組む技術分野と内容

技術分野 NTT i3の取り組み内容

SD-WAN
エッジコンピューティング

CLOUDWAN
〈グローバル商用展開〉

IoT
AI ・ 機械学習

ヒューマンモニタリング
〈ソリューションPoC〉

VR ・ 音声認識など CXC R&D Showcase
〈来訪者への紹介 ・ デモ〉

IoT/AI時代におけるNTT i3のCLOUDWANの
取り組み

2013年に設立されたNTT Innovation Institute，Inc.（NTT i3）は，当初ク
ラウドとセキュリティという分野を対象に技術開発を進めてきましたが，
時代とともに新たなフェーズに入っています．本稿ではNTT i3の取り組み
の 1 つとして，エンタープライズ向けのSDN（Software Defined Networking）
からSD-WAN（Software-Defined Wide Area Network）へと発展させたソ
リューションとなるCLOUDWANを紹介します．IoT/AI時代において，宅
内装置となる端末機器へのアプリケーション配信機能を持つCLOUDWAN
はエッジコンピューティングのソリューションとなります．

本
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では，多数のデバイスからの連続した
データを処理する必要が出てきました
が，すべてのデータをクラウド側に
送ってしまうと大量の通信帯域幅が必
要でかつ遅延も大きくなります．IoT
デバイスに近いエッジコンピューティ
ングインフラで処理することにより，
データ量や遅延の課題が改善されるこ
とが期待されます．

SD-WANからエッジコンピュー
ティングに向かうCLOUDWAN

NTT i3で は 従 来 か らSDNやNFV
（Network Function Virtualization）
技術の開発および商用化に取り組んで
きました．2015年には，NFV対応エ
ンタープライズネットワーキングのイ
ンフラであるESI（Elastic Service 
Infrastructure）を発表し，データセ
ンタなどでの適用を行ってきました．
2017年にはさらに発展させたかたち
でのSD-WANのソリューションとし
て，CLOUDWAN（2） をリリースしま
した．南アフリカのInternet Solutions，
日本のNTT PCコミュニケーション
ズで商用サービスとして開始してお
り，日立製作所に採用（3）されるなど，
順調に拠点数を伸ばしています．

SD-WANで標準的な機能として
VPN（Virtual Private Network）や
NFVが挙げられますが，CLOUDWAN
はそれにとどまらず，端末機器へのア
プリケーション配信機能を持ってお
り，IoT/AI環境下においては，エッ

ジコンピューティングインフラとして
も使用できます．

IoT時代のサービスデリバリー ・
オペレーションの課題

世の中に存在するさまざまな「モノ」
がつながるIoT時代において，エッジ
コンピューティングは，ICT環境を統
合する要として大きく期待されていま
す．世界中のあらゆる場所に膨大な数
のデバイスやセンサが設置されるIoT
時代においては，分散された拠点への
サービスのデリバリーや運用は複雑化
しています．時間が経つにつれ追加さ
れていく機器やサービスを一元的に管
理するのは非常に困難です．しかしな
がら，分散された拠点にある従来の機
器やサービスを一度に交換することは
作業からも事業継続の観点からも難し
い課題となります．

CLOUDWANはこのような課題を
解決するための機能として以下を持っ
ています．

・ セキュアなオーバレイネットワー
クを迅速に展開

・ さまざまなNFVサービスとネッ
トワークのオーケストレーション
をクラウド側で一元管理

・ DevOps対応のAPI（Application 
Programming Interface）でアプ
リケーションをエッジ（端末）に
配信 ・ アップデート

このような機能により，ネットワー
ク，サービス，アプリケーションを一

元管理することで，いつどこへでもそ
れらを展開することが可能になり，
アップデートや削除も迅速に行うこと
ができます．

CLOUDWANの機能概要

CLOUDWANの機能を概説します
（図 1 ）．

①　エッジデバイス：お客さまの宅
内 に 設 置 す る 端 末 で す．
CLOUDWANで使用する端末は

「ホワイトボックス」とも呼ばれ，
通常のコンピュータサーバと同等
品 と な り ま す． こ の 端 末 に
CLOUDWANの基本ソフトウェ
アを入れることにより，さまざま
な機能を実現します．

②　アンダーレイネットワーク：単
純な転送作業を行う既存のレガ
シーネットワーク（物理ネット
ワーク）です．エッジデバイスの
ネットワークはエッジデバイスの
ハードウェアの実装に合わせて設
定されます．物理的には，イーサ
ネットやLTE，Wi-Fiなどとな
り，接続は専用線やインターネッ
ト，モバイルを利用します．

③　オーバレイネットワーク：アン
ダーレイネットワークを統合管理
して仮想的につくられる単一のシ
ンプルなネットワークです．この
ネットワーク上でさまざまな処理
や機能が行われます．ここからプ
ライベート ・ パブリッククラウド
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に接続したり，SaaS（Software 
as a Service）機能を使ったりす
ることができます．

④　CLOUDWANコントローラ： ク
ラウド上にある統合管理機能で
す．ユーザ，ネットワーク，デバ
イス，アプリケーションを一元的
に管理します．GUIが用意されて
いるほか，REST APIを提供し

て運用管理を容易にします．
以上の機能により，VPNやNFVの

設定を行いますが，同時にエッジコン
ピューティングの要素として，アプリ
ケーション配信が可能です．エッジデ
バイスは通信機能のほかにアプリケー
ションを載せることができます．アプ
リケーション配信には，Dockerとい
う業界標準の配信方式を採用していま

すので，誰でもアプリケーションを作
成して，コントローラ経由でエッジデ
バイスに配信することが可能です．

CLOUDWANエッジコンピュー
ティングのユースケース

エッジコンピューティングのユース
ケースはさまざまなものがあります．
スマートシティ，スマートホームや自

ネットワーク管理 ユーザ管理アプリケーション管理

CLOUDWANコントローラ（クラウド上）

デバイス管理

API

REST API

GUI

オーバレイ
ネットワーク

パブリック
クラウド

プライベート
クラウド

インターネット

アンダーレイ
ネットワーク

エッジ
デバイス

エッジ
デバイス

エッジ
デバイス

モバイルブロードバンド
専用線・

イーサネットネットワーク

SaaS

図 1 　CLOUDWANの機能概要
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動車などのモビリティ向けなどが考え
られます．NTT i3ではCLOUDWAN
を活用したユースケースの事例をデモ
として作成しました．本展示を201₈
年 2 ～ 3 月のNTT R&Dフォーラム
201₈（日本），およびMobile World 
Congress 201₈（スペイン）で行いま
した（図 ₂ ）．

デモシナリオとしては，スマートシ
ティにおける交差点での安全確保の事
例です．CLOUDWANの端末が交差
点付近に設置されており，交差点の様
子を監視するカメラが接続してありま
す．CLOUDWANには障害物検知ア
プリケーションが配信されており，交
差点に障害物があるとそれを認識し，
交差点に進入する自動車に障害物の位
置を通知して避けるように指示をする

ものです．
このような安全確保においては一刻

を争うため，遅延が少ないことが安全
に直結します．インターネットの先に
あるパブリッククラウドにデータ処理
を任せている場合，遅延が大きくなり，
自動車への通知が遅れてしまう可能性
が高まります．このようなケースでは
エッジコンピューティングのソリュー
ションが望まれます．

今後の展開

NTT i3ではIoT/AI時代に向けた取
り組みとして，SD-WANソリューショ
ンである「CLOUDWAN」のグロー
バル展開を進めています．今後もエッ
ジコンピューティングのみならず
AI ・ 機械学習や5Gなども含めて最先

端の技術に取り組み，グローバル事業
会社へイノベーションを創出していき
ます．
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グローバル事業会社に向けた新規事業収
益創出に貢献するべく，自社技術，NTT 
R&D，スタートアップを活用して進めてい
ます．新しい技術の発掘やお客さまの課題
解決，CXC訪問などでぜひご活用ください．
お待ちしております．

◆問い合わせ先
NTT Innovation Institute，Inc.

TEL　+₁-₆₅₀-₅₇₉-₀₈₀₀ 
E-mail　info ntti3.com
URL　http://www.ntti3.com/contact-us/

 図 ₂ 　 CLOUDWANを活用したIoT/AIのユースケースデモ


